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(57)【要約】
【課題】水受体内に流入した水が速やかに排水され、内
部や、外部の道路等との境界部分に雑草がはびこるのを
防ぐ排水装置を提供すること。
【解決手段】水受体１は、底板５、前板６及び背板４を
有し、カバー体２は、上板１２、前垂れ片１５及び起立
部１３を有し、上板１２と起立部１３との連結角部に集
水孔２１が穿設され、集水孔２１の裏側には、カバー体
２の裏面から隙間をあけて近接して、上板１２の裏側に
位置する横片２３と、起立部１３の裏側に位置する起立
片２４とを一体にした断面Ｌ字状の遮光プレート２２が
取り付けられ、カバー体２の前垂れ片１５の裏面に、幅
方向他端側に向かって次第に下がるよう傾斜した内部防
草プレート３２が設けられ、前板６の表面上部に、外部
防草プレート３０が張り出して設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水受体、及び、該水受体に被さるカバー体を備え、前記水受体は、底板と、該底板の幅
方向一端から起立する前板と、前記底板の幅方向他端から立ち上がる背板とを有し、前記
カバー体は、前記水受体の上面を覆う上板と、該上板の幅方向一端から下方に屈曲されて
、前記前板の裏側に位置する前垂れ片と、前記上板の幅方向他端から立ち上がる起立部と
を有し、前記上板と起立部との連結角部に沿って複数の集水孔が穿設され、前記集水孔の
裏側には、前記カバー体の裏面から隙間をあけて近接して遮光プレートが取り付けられ、
前記遮光プレートは、前記上板の裏側に位置する横片と、前記起立部の裏側に位置する起
立片とを一体にしたＬ字状の断面を有し、前記遮光プレートの横片より下方において、前
記カバー体の前垂れ片の裏面に、幅方向他端側に向かって次第に下がるよう傾斜した内部
防草プレートが設けられ、前記水受体の前板の表面上部に、外部防草プレートが張り出し
て設けられていることを特徴とする排水装置。
【請求項２】
　前記遮光プレートの横片は、幅方向一端側に向かって次第に下がるよう傾斜しているこ
とを特徴とする請求項１に記載の排水装置。
【請求項３】
　前記外部防草プレートは、幅方向に沿った断面において、上方に凸に湾曲していること
を特徴とする請求項２に記載の排水装置。
【請求項４】
　前記水受体の前板の表面下部に、幅方向に沿った断面において、上方に凸に湾曲した下
部防草プレートが張り出して設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載の排
水装置。
【請求項５】
　前記水受体の底板下面と前板表面とに亘って補強用アングル材が取り付けられ、該補強
用アングル材の表面に前記下部防草プレートが固定されていることを特徴とする請求項３
に記載の排水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、道路の路肩や、車道と中央分離帯との境界部、大規模施設の敷地の縁部等に
沿って設置される排水装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、道路の路肩や車道と中央分離帯との境界には、路面の雨水を排出するための排水
溝が設けられている。排水溝は、ごみの侵入や脱輪を防ぐために蓋で覆われていることが
多い。
　従来、このような排水溝を簡単に形成するための排水装置が種々提案されている。
　例えば、特許文献１には、水路の上部に形成された開口部を有する側溝と、側溝の開口
部に配置されたグレーチング部と、側溝の水路とグレーチング部との間に配置された遮光
部とを備え、遮光板によってグレーチング部から流入した水を水路に落とし、水路に差し
込む光を遮断する側溝構造が記載されている。
　上記従来の側溝構造を用いると、遮光部によって日光を遮断するので、側溝内に雑草が
繁茂しにくい。
　しかし、側溝内部の水が流れる部分に土砂が堆積するので、水の流れが土砂でさえぎら
れてスムーズに排水できなくなる心配がある。また、コンクリートが収縮して、側溝の外
表面と道路等との間に隙間ができた時、この隙間に雑草が繁茂するのを防ぐのが難しかっ
た。
【０００３】
　特許文献２には、歩道の縁石と舗装材との隙間、或いは、舗装材同士の継ぎ目からの雑
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草の繁茂を防ぐために、舗装材の下に埋設されてこのような隙間を塞ぐ帯状の防草具が開
示されている。
　この防草具は舗装材の下に設置されるので、舗装材から防草具の遮蔽部あるいは底板部
までの距離があり、隙間から入り込んだ土壌に雑草が根付いて繁殖するのを防ぐことは難
しかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６-３７７４８号公報
【特許文献２】特開２０１６-１０８７４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、水受体内に水が流入してスムーズに排出され、内部
や、道路等との境界部分に雑草がはびこるのを防ぐ排水装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の排水装置は、水受体、及び、水受体に被さるカバー体を備え、前記水受体は、
底板と、該底板の幅方向一端から起立する前板と、前記底板の幅方向他端から立ち上がる
背板とを有し、前記カバー体は、前記水受体の上面を覆う上板と、該上板の幅方向一端か
ら下方に屈曲されて、前記前板の裏側に位置する前垂れ片と、前記上板の幅方向他端から
立ち上がる起立部とを有し、前記上板と起立部との連結角部に沿って複数の集水孔が穿設
され、前記集水孔の裏側には、前記カバー体の裏面から隙間をあけて近接して遮光プレー
トが取り付けられ、前記遮光プレートは、前記上板の裏側に位置する横片と、前記起立部
の裏側に位置する起立片とを一体にしたＬ字状の断面を有し、前記遮光プレートの横片よ
り下方において、前記カバー体の前垂れ片の裏面に、幅方向他端側に向かって次第に下が
るよう傾斜した内部防草プレートが設けられ、前記水受体の前板の表面上部に、外部防草
プレートが張り出して設けられている。
【０００７】
　前記遮光プレートの横片は、幅方向一端側に向かって次第に下がるよう傾斜しているこ
とが望ましい。
　前記外部防草プレートは、幅方向に沿った断面において、上方に凸に湾曲しているとよ
い。
　前記水受体の前板の表面下部に、幅方向に沿った断面において、上方に凸に湾曲し下部
防草プレートを張り出して設けてもよい。
　この場合、前記水受体の底板下面と前板表面とに亘って補強用アングル材が取り付けら
れ、該補強用アングル材の表面に前記下部防草プレートが固定されていることがある。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に係る発明によれば、集水孔の裏側に遮光プレートを取り付けてあるので、水
受体内に大量の土砂やごみが入り難く、水はカバー体と遮光プレートとの隙間を通って水
受体内に進入して排出される。
　また、集水孔から侵入した泥水は、遮光プレートの先端から落下し、さらに傾斜した内
部防草プレートに案内されて速やかに落下し、土砂が水受体の底板上の前部寄りに堆積す
るので、主として水受体の角部を通過する水の流れが土砂によって遮断されにくく、スム
ーズに排水される。
【０００９】
　さらに、集水孔から差し込む光が遮光プレート及び内部防草プレートによって遮断され
ると共に、雑草の伸びを阻む内部防草プレートが張り出しているので、水受体内に雑草が
繁殖するのを防ぐことができる。
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　水受体の前板と前板の表面側に打設されたコンクリートの間に隙間があいても、外部防
草プレートで遮断されて地中の雑草が生育できず、外部防草プレートは前板の上部に設け
られるので、隙間を通して外部防草プレートの上に土が堆積しても非常に浅く、隙間から
進入した雑草が根付きにくい。
【００１０】
　請求項２に係る発明によれば、泥水が横片の傾斜によって速やかに落下し、横片上に土
砂が堆積するのを防止できる。
　請求項３に係る発明によれば、外部防草プレートの強度が高まるだけでなく、延びよう
とする雑草を下方へ誘導して折り曲げるので、雑草が側方へ曲がってから地上へ伸び出す
ことが無い。
　請求項４に係る発明によれば、水受体の表面側の地中に雑草の種が混じっていても、下
部防草プレートに阻まれて生育しにくい。
　請求項５に係る発明によれば、水受体の強度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例を示す排水装置の断面図である。
【図２】本発明の実施例を示す排水装置の斜視図である。
【図３】本発明の実施例に係るカバー体の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
　本実施例の排水装置は、図１及び図２に示すように、長さ約１２００ｍｍのユニットを
歩道Ａと車道Ｂとの境界に沿って配置し、長手方向に連結するものであって、各ユニット
は、水受体１、及び、水受体１に被さるカバー体２を備える。
　水受体１及びカバー体２は、互いに別体であり、表面に耐食性、耐摩耗性、安全性の高
いコーティングを施した鋼板を素材とする。
【００１３】
　水受体１は、底板５と、底板５の幅方向一端（外端）から立ち上がる背板４と、底板５
の幅方向他端（内端）から起立する前板６とを有し、底板５、背板４及び前板６で囲まれ
た溝部３が形成される。
　背板４は前板６の上端よりも高く起立している。本実施例では、前板６の高さを約５０
ｍｍ、背板４の高さを約３００ｍｍとしてある。また、背板４の上端部両側には固定ピン
９が設けられる。
　前板６の表面上部には、両端部を除く全長に亘って帯状の外部防草プレート３０が張り
出して設けられる。外部防草プレート３０は、幅方向に沿った断面において、上方に凸に
湾曲している。
【００１４】
　また、底板５の下面前端部から前板６の前面下部には補強用アングル材１１が取り付け
られる。
　補強用アングル材１１は、水受体１の長手方向両端部を除いたほぼ全長に亘って取り付
けられ、前板６の長手方向両端部及び補強用アングル材１１を貫通して固定ピン９’が溝
部３内へ突設される。
　補強用アングル材１１の起立部分の表面には、外部防草プレート３０から下方に間隔を
あけて、両端部を除く全長に亘って帯状の下部防草プレート３１が張り出して設けられる
。下部防草プレート３１は、幅方向に沿った断面において、上方に凸に湾曲しており、外
部防草プレート３０とほぼ同じ形状・寸法を有する。
【００１５】
　カバー体２は、水受体１の溝部３の上面を覆う上板１２と、上板１２の幅方向一端（外
端）から立ち上がる起立部１３と、起立部１３の上端から幅方向一端側（外方）へ延びる
天板１４とを備える。
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　上板１２の幅方向他端は下方に屈曲して前垂れ片１５が形成され、天板１４の先端（外
端）には下方に屈曲した取付片１６が形成される。また、取付片１６の下縁の長手方向両
端部には、水受体１の固定ピン９と係合する切欠部１７が形成され、前垂れ片１５の長手
方向両端部には、水受体１の固定ピン９’を挿通するための固定用孔１８が形成されてい
る。
　前垂れ片１５の裏面には、内部防草プレート３２が長手方向に沿って取り付けられる。
　内部防草プレート３２は、幅方向他端側に向かって次第に下がるよう傾斜しており、図
３に示すように、固定用孔１８を避けた位置に設けられる。
【００１６】
　天板１４の下面と起立部１３及び取付片１６の裏面に亘って、垂直に延びる複数のリブ
プレート２０が、取り付けられる（図１）。
　また、上板１２と起立部１３との連結角部に複数の集水孔２１が穿設されている。集水
孔２１は、カバー体２の長手方向にほぼ等間隔に配置され、上板１２と起立部１３とに亘
って形成される。
【００１７】
　図７及び図８に示すように、集水孔２１の裏側には、カバー体２の裏面から隙間をあけ
て近接して遮光プレート２２が取り付けられる。
　遮光プレート２２は、全ての集水孔２１を裏側から覆う寸法を有し、一枚の鋼板を屈曲
して、上板１２の裏側に位置する横片２３と、起立部１３の裏側に位置する起立片２４と
を一体とした断面Ｌ字状に形成される。
　横片２３は幅方向一端側に向かって次第に下がるよう傾斜しており、横片２３の先端よ
りも内部防草プレート３２の先端が下方に位置している。
【００１８】
　遮光プレート２２は、上板１２と起立部１３の裏面にそれぞれ設けられた係止片２５に
よって、カバー体２に取り付けられる。上板１２の裏面に設けられた係止片２５の後端、
及び、起立部１３の裏面に設けられた係止片２５の下端には、それぞれ遮光プレート２２
の前端と上端を係合するための切欠２６が形成される。
　そして、係止片２５を介して遮光プレート２２をカバー体２に取り付けた時、カバー体
２の裏面と遮光プレート２２の間には隙間が形成され、集水孔２１から流入した泥水がこ
の隙間を通して流れ、横板２３の先端から水受体１内に落下するようになっている。
　また、横板２３の先端から前方へ流れ落ちた泥水は下方の内部防草プレート３２に受け
止められ、傾斜した内部防草プレート３２の上に土砂が堆積することなく、内部防草プレ
ート３２の先端から落下する。
　内部防草プレート３２の先端から落下した泥水中の土砂は、水受体１の底板５上の前部
寄りに堆積するが、水は主として水受体１の底の角部に沿って流れるので、堆積した土砂
に阻害されることなくスムーズに排水される。
【００１９】
　水受体１とカバー体２とを組み付けて排水装置を形成するには、図１に示すように、カ
バー体２の前垂れ片１５に形成された固定用孔１８へ水受体１の固定ピン９’を通して、
前垂れ片１５を前板６の裏面に重ね、カバー体２の取付片１６に形成された切欠部１７を
水受体１の固定ピン９に係合して、水受体１にカバー体２を被せる。
　すると、カバー体２の上板１２及び起立部１３がそれぞれ水受体１の溝部３の上方及び
背板４の前方を覆い、水受体１とカバー体２との間に排水路が形成される。
　そして、この排水装置は、カバー体２の天板１４が歩道Ａの路面とほぼ面一となり、上
板１２が車道Ｂの路面よりやや低くなるよう、歩道Ａと車道Ｂとの境界に沿って配設され
る。
【００２０】
　なお、排水装置の構造は上記実施例に限定されない。
　例えば、本発明の排水装置は、敷地の境界、道路と擁壁との境界、或いは、車道と中央
分離帯との境界に沿って配置してもよい。
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　また、カバー体の起立部に複数の取水口を設けてもよい。この場合、取水口から射し込
んだ光は排水路の底に届かないので、裏側に遮光プレートを設けてなくても良いが、必要
に応じて設けても良い。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　水受体
　２　　カバー体
　３　　溝部
　４　　背板
　５　　底板
　６　　前板
　９，９’固定ピン
　１１　補強用アングル材
　１２　上板
　１３　起立部
　１４　天板
　１５　前垂れ片
　１６　取付片
　１７　切欠部
　１８　固定用孔
　２０　リブプレート
　２１　集水孔
　２２　遮光プレート
　２３　横片
　２４　起立片
　２５　係止片
　２６　切欠
　３０　外部防草プレート
　３１　下部防草プレート
　３２　内部防草プレート
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月9日(2017.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記水受体の底板下面と前板表面とに亘って補強用アングル材が取り付けられ、該補強
用アングル材の表面に前記下部防草プレートが固定されていることを特徴とする請求項４
に記載の排水装置。
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